築山庭造伝　後編　中
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■小庭を造る心得の事
· 庭を造るに大庭に小庭の趣向を造り、小庭に大庭の趣を遷す其法を不知して遷す時は小庭ハ究屈に見て大庭ハ弱く見ゆるなり、是を能扶くるを法といふ、共工者庭相に不限書画及家作万端に有て不離、余は能とし取扱ふ者にして慥なる墨有、庭相は其慥なる墨有ても多くハ此墨を.除て欲に取扱ふ事となりて素人の業とせし物に心得事甚以衰といふべし、故に爰にその一二を挙て示す、先大方ハ品となく形となく造れる也、上に顕す所の真草行の三図を見得せし時ハ事足ぬれど又初心の為に委く述る大庭の図を小園に遷す時は必究屈にして見苦しきハ共幽玄黄応と云事を知らず、幽玄黄応と云、先壱品にて一具するをいふ、譬バ真の庭にて守護石三ツ組を以て置を真樹の根にて石を弐ツ置いて守護石三ツ組五ツ組より丈夫にして而も守護する姿に見えて大小庭の主たる姿に置、低き高きに下限、其庭に応じて其不余不劣の見斗ひ庭相の墨と云、庭の大小にかぎらず、大物を遷と云て大成を置時ハ究屈と成べし、又小庭と云て小き物を数並てハまた法に縛られて法ハ立といへど余り堅苦しかるべし、是を見斗ふを幽玄黄応の心得と云成べし、此幽玄と云ハ物の恰好に勝れて大成物を以て小きを助、勝れて小さきを以て大成物を養ふ幽玄の心得と云也。
· 石を一組二組置て一庭の粧ひをなす、足を黄応の心得といふ也、その法と義と示すといへども文を以て解し難きハ其七五を図して教ゆ、其方便又々解し難き故に其見様をいふ、先図ハ大小の庭なり共一枚紙にして見分難かるべし、然し細に書しハ大庭の図なり、其麗しくして安らか成ハ其小庭の粧ひと知べし。
■中括の庭の事

· 書院向ハ大方砂庭を表とする、築山平庭なれバ先苔芝にて造る、平地ハ砂なく共砂の象にして淋有石組の苔にして植樹の淋寂を造らず、植樹ハ少くして石組ハ真の象を七分用ひ姿ハ草行なりとも平庭ハ多く石〓ハ真の心得と知るべし、茶庭も三体共に石組ハ真の心得と知るべし、当時の流行も古へも是等の類替る事なし。
· 爰に図せし所ハ書院向と云とも〓五坪か七坪の場所にして築山泉水寺造り難き庭の図なり、是ハ町市御屋敷等に世に此類八九分通り此図を造らずして造り難きなり、其挾間処にせちにして曠〓として物ぶりたる体其心得の内に有なり、第一庭の造り様ハ万事の庭皆涼敷かる気色を工造るべし、庭も家作好に替る事なし、徒然草曰、庭敷造りハ夏をむねとすべし、冬ハいかなる所にもすめる、暑頃は悪き住居ハ難絶事也、深き水ハ涼しげなし、浅くて流れたる遙に涼し云〓、座敷の住居とハ異変たれど奇麗に涼しなるハよし、殊に庭ハ冬頃ハ戸ざし客有共庭の楽の時にあらず、多くて夏又春秋迄の者也、又寒国などまして冬ハさし囲ひて植木等雪霜の囲ひを為ものなれバ先春より夏秋迄詠め成べし、浅くて流れたる遙にに涼しと云、其心能解脱して模様取なすべし、又楊誠斎が詩にも矮屋炎蒸不可居高天爽気亦全無云々、余りやすらか成も又まつたき事なしといふ所を考得すべし、浅くして浅からず造りたる物にして造らざる様に成ハ気色のとり様と造り様の上手と云なるべし。
■草木を愛する事、兼好法師の弁

鉄追云

家にありたき木ハ松桜、松は五葉もよし、花はひとえなるよし、八重桜ハならの都にのみ有けるを此ころハ世に多くなり侍るなる、吉野の花左近の桜〓なひとへにてこそあれ、八重桜ハことやうの物なり、いとこちたくねぢけたり、うへずともあり、遅桜叉すさまじ、むしのつきたるもむつかし、薄紅梅ひとえなるがとく咲たるもかさなりたる紅梅の匂ひめてたきも皆おかし、遅き梅ハ桜に咲あひておぼえ劣りけをされて枝にしぼ々つきたる心うし、一重なるが先咲きて散りたるハ心とくおかしとて京極入道中納言殿なをひとへ梅をなん軒ちかく植えられたりける、京極の家の南向に今も二本侍るめり、柳またおかし、卯月ばかりの若かえで都て万の花紅葉にもまさりめでたき物なり、たち花かつら何れも木ハ物ぶり大きなるよし、草は山吹、藤、杜若、なでしこ、池には蓮、秋の草は荻、薄、きちかう、はぎ、女郎花、ふぢばかま、しをに、われもかう、苅かや、りんどうぎく、黄菊も、つたくず、朝〓、何れもたかからず、ささやかなる垣に、しげからぬよし、此外の世にまれなる物、からめきたる名の聞きにくし、花も見馴ぬなどいとなつかしからず、おほかたなにもめづらしくありがたきものハよからぬ人のもて興するも也、さようのものなくてありなんと云々。

○兼好法師の心さも面白く聞ゆれど人の好と嫌ひ万に有事なれバ強て是を堅くするに有ず、草木を以前栽とし、石水を以象とする物なれバその趣を顕す其主の心に随うべし。

■殿中御居間前の庭造り様の事

○殿中御居間前の庭ハ惣て造り方奇麗にして樹木余り植込ぬ様可造と也、尤主人の好によりてハ山林の園中の粧ひを造るも有ど先御殿叉居間の庭ハ美を尽し心中清潔たる気色を造り、井戸叉ハ流水に魂気垢を洗ふと云意を専とし寧かにして柔和なり石〓ハ叉々真の取扱にして心乱れざる様専一とす、植樹の茂りたる風情築山叉山林の気色たりとも居間前ハ禁用すべし、一〓の石を以て守護石座禅石色〓嫌帯するとも夫ハ好に任すべし、然し築山平庭共に居間前ハ物のこざつかぬやう可造、垣根袖垣等も太くたくま敷とも奇麗に手軽くとも主人の好次第なれども太きはハ下作、細ハ弱し、其間にして人の非判にあづからぬ様叉好有バとて居間に不相応なる沙汰無之様可心掛事なり。

■業体の随ふ庭造の事

○主人の好ミにして如何なる象なりとも造といへども先可心得ハ庭造家の道なり、神家に仏顔に寄も叉主に寄て嫌う、凡諸業皆如此也、武家ハ勇者の好を能とし、仏家ハ奇特の大意、寺院ハ仏説を専らに造り、客屋ハ人の来る事を専とし、町家ハ其業に寄を以て好と云義なり、なんぞ形気に不寄バならぬと云に有らず、只其心得を得を業の誠心と云なり、其志を知といふハ先客家の庭を造るに梅桜を植るなど云心ハ有花便入門主人莫問誰叉（自氏文筆）遥見人家花便入不論貴賎与親疎、叉徒然草云、春の暮つかたのどかに艶なる空にいやしからぬ家のおく深く木立物ぶりて庭に散しほれたる花見過し難きをさし入て見れバと云々、此等の心をとり花を植るといへバ自ら庭も位風艶々として叉見識にしてまた一曲と云べし、殿中などに造る庭ハ姫御前叉ハ奥方惣て女中座敷杯ハ一体花もて取扱ふと知るべし、或ハ云先小町の間局部屋等まして其趣なり、婦人常に柔和を専一とするもの成バしほらしきを専一する也、仏家武家ハ格別是ハ行儀第一にして主人の好ミ如何成好ミにても造方の法ハ堅く可造、好と造るとハ叉々格別にして譬ば好ミハ水涯或ハ広野畦道の風情たりとも皆夫々にして造り方ハ叉々法有、其法と云ハ画工花葉を能見て是を写製し、其の象を覚、其形を画て画に不叶、是を叉画法に直し、画くを画法と云なり、故に庭も此事能心得て畦道の風情好ミなりとも其畦道を能々考へ畦道のむさひ所を庭中の美なる所に遷し自畦道の風流にして粧ひ美事なる様に造るべし、惣て海岸山水大河の流れを遷す共万端に趣に随って写すと知べし、築山にも山と岳と岡と有、泉水にも海面と池と川有、其心得と云ハ何れも庭中の事なれバ庭法の滝口川下ハ其象なくて不叶、海面ならバ山幅より海涯え滝の落込形と知べし、池は水源とし川ハ川上水吐も海面と彷彿たる象、水面ハ渺曼たると可知也、池の水吐ハ惨澹として没在流れる気色可心得なり、水面ハ叉迢遙として蕩漾たる形を可造也、其外苔清水別れの清水玉川六の写し等ハ奥に図に委し、前に図せし庭ハ流水泉水の平庭を云て泉川など云如くにして野中の流水なり、夫に庭造の法を以て一庭の気色となしけり、惣て法を以てせずんバ太景を緬て其粧ひと見する事なしかたし、是を庭造の法と云事可心得なり。

○爰に図せし庭ハ東海筋旧家の庭なり、手水鉢石ハ藤川の名石にして形ハ大小有て自然に如図なり、是を俵石といふ、至て堅き石也、叉此石の頭己れと放離たる石有て如図にしてしゃれたる器の如し、是叉散俵と云、塩尻と云手水鉢の如し、此庭の上段ハ俵石の手水鉢、茶の間ハ散俵の手水鉢なり、上段の庭ハ先代の大邦主人の作となり、茶の間余応需造る、上段の庭は御書院向といふ造り方にして自然能出来たる庭なり、是等ハ座敷相応とも可謂、趣向の上達とや云なるべし

大邦（おおむら）惣右衛門ハ旧家にして一国の高持（たかもち）なり

公（おおやけ）の川を勤めて酒造（しゅぞう）の祖業（すぎわい）す

○望嶽亭　傍の二階座敷をいふ、富士を正面にして庭中にまじかく富士川の渡舟の往来引もきらず、眼下に見下し、ふじハ鶴芝、裾野、芦鷹山、宝永山、富士沼まで手に結ぶに等しく、又南表ハ漫々たる遠州の大灘より伊豆のいくらの沖まで目め、退逓として及びがたき海岸の小松えだを争ひ、夕の風にふきおくる川ぎりに用水を防ぐ乱杭蛇篭をさながら所まだらに顕す、幽悠しき気しき、中々庭造に工に及所にあらず、さりながら夕立のけしき両工の形に画きて世にたはふれ行ふ狭き庭中といへど此眺望現におぼゆる時ハうつしいださずいふ事なし、よく考へてうつすときハ廬山の大獄をつき山となし、西湖広江を泉水に造る、いはんや田子の浦の眺望も庭中の裡にうつさざらんや、考工の一つ可知也。

■市中狭間所に造る庭の心得事併路地造の事

○夫庭ハ上に云如く大小と真行草と不退不用と云事なき道具石ハ守護石、座禅石（上座石共云）、二神石、拝石なり、植樹も真木、寂林、夕陽木なり、其樹も余り狭間ハ一樹を以て余ハ葉蘭様の草にて兼るとしるべし、小庭ハ眺近けれ物取積るよし、狭間所又口伝有、是を陰格といふ、陰格と云ハ道具を前へ出して後陰を寛やかに見する法なり、広き庭ハ自然と後陰の有様になれど小間ハ必ず後せめ積者也、多く塀垣根に土を為持又植樹と塀の間掃除ならぬ事有、是ハせちにして見苦し、せまきハ狭間に随ひて陰も穏なるときハ広く見ゆるばり、此法を得れバ造り安うして造て不造、陰格の法大小共有と云ど小庭ハ別て可心得の一法也、一組の石にして守護石、拝石、上座石と遣ふも有、是ハ大小の庭に不限、其造方有といへども先小庭なるべし、又小庭に路地造りといふ法有、是ハ到て狭間して漸々伝へ来て座敷に入より外造る場所なきの時必ず此造り方にてよし、是を又広庭に造る事有バ眺望の善敷に随て低き垣根にして広地をバ芝原砂庭にして只眺望自慢せんと欲する場ハ広くとも此気色を可造事有、茶方にも是を造る事有、茶方ハ幅せまくして通り永き所によし、守護石、真木、二神石、拝石、夕陽木格別心可造なり、凡飛石を以て気色とする者なれバ据方段々尽して置と可心得、初ハ定式にして千鳥雁行助演縁其外大小取合せ大切なり、尤短冊折違ひとう余ハ図と奥の組方の伝を見て意得すべし。

■路地庭造の図解

○如図路地庭と云ハ園中より又上段庭又茶庭抔に行通ふ道筋と花壇等に客の行通ふ程に造る庭なり、又此風体を遷して上に云し通りに広庭に造る事あれど此体を能々造り得て遷し造るべし、飛石の据様奥に委しく記すなれば先あら増此図を見て意得すべし、玄関前ハ図の通り定式の置方に据べし、是を飛石の居初として夫より段々すえて行、多く苔蒸て寂庭の物なれど夫も行住て次の庭に行気色に随ふなり、茶庭に至る路地ハ砂露地の気色にして往てこけ庭に入りぬる時一際苔の寂さま目に立物なり、又花壇等に往衝ハ苔むして寂たるも善とす、主の好ミと場所の陽陰に随てよし、此通りの裡に守護石、上座石（爰にハ上座石をこしかけ石といふ）二神石また遠近に寄て其間にー愛石らい多くバ曲り目抔にて守護石をくミて石灯篭置べし、物の陰又建物の間抔に便所など造作て下水瓶（不浄水とて銅罐など置をいふ、路地のはたらき也下水有ば程よき処につくばいの手水鉢有べし）を置、万年草、くちなし、葉蘭、一ツ葉、薮柑子、さつき等の根じめを遣ふ、植樹ハ松、槙、南天、棒樫、もつこく等よし、花物にて桜衆類多く植るもよし、是ハ砂路地にてよし、又紅葉一色の路地造り方も有、また流水を堰入て草物を植る路地あり、杜若、萩、山吹等にて造るとき、流れに萩ならバ野地の玉川、山吹ハ井出の玉川抔云造り方、庭造家の心得べき事也、往昔今出川殿の屋敷にて菊の路地有事見るに流水路地なり、入口の木戸に玉川関と云額有、然れバ玉川の心持ならん、前に図せし路地庭と云ハ上段向に遷せし庭なり、是ハ又一ツ心得有べし、途中に踏分石を置て上り壇を造る、是ハ定式の沓脱踏磴に居べし、外の路地ハ往々て眺る造方、此庭ハ坐りて眺る庭なれバ其心得肝要なり、砂庭ならバ真の造り方にして石組の心得第一なり、又云、草木不植して石斗りにて砂庭にして造る方あり、是真にして図又奥に別に顕す、茶庭大方路地庭の気色に思ひて、甚誤る造り方多し、意ハ往路に同じくて相に替り有、茶庭ハ侘たる寂、路地庭ハ美の古くして寂たる象、其差別を知るべし、故に垣根等路地ハしつかりとして丈夫を善とす、茶庭ハ閑雅にして端者に造るなり、大小共に其心得にして遷し造るとも此こころ得を能能考へ寂と奇麗と見事とも造り分べし。

■草木の扱い様の事

○苔の植様ハ苔を其儘取来て水沢山に打、ふミ付て植るにしくハなし、然し苔の不足なる処ハ取扱難し、其時ハ苔細かにくだきふるへ土に交て其土を能ならし打付て折々に水の養をする時ハ春夏ハ一月斗に苔庭と成なり、然共日陽の所ハ持事難し、又砂地苔生出がたし、黒ぼこ土よし。

○萩の植様三月清明に植替てよし、草木通用のものにして正弱なる物なれバ強き物にして養ひ難し、又肥過る時は虫涌て葉を枯す、六月の土用後、肥する事なかるべし、花終らば直に切なり。

○山吹ハ又（欸冬共〓〓共）書、是ハ年々植変る事なかれ、新芽ハ冬寒強き時ハ必らず枯るもの也、春物なれバ秋の手入に能養ひてよし、水辺の物なれバ山又堅地ハ花小さくして数少く色も悪し、養ひハ秋より冬又花の後折々木を掃除よくする時ハ養ひ少なくとも花能咲ものなり。

○杜若ハ二年三年に植替ざれバ物也、又花小く成、泥の深きハよし、浅きハ悪し、花過たる時甘日斗にして刈取と知るべし、四季咲は苅に不及。

○万年青（藜蘆共）黒ほこ土に砂を交へて植ゆべし、鉢植と違ひ地に植置物なれバ上品ハ植る事なかれ、縁取鍬形唐に限るべし、疾地ハ石菖、山梔子等にて扱べし。

○桜ハ第一切事嫌ふ木なり、植るにも大木ハ接難き物なり、小木にても根を切てハ接がたしと知べし、枝ぶり切らずして、括て直す、数々衆類を植る時ハ、間々に松を植てよし、常磐色と花紅ひの取合能見斗ひて造るべし。

○紅葉ハ又疾地を好む木なり、百度に切てハ持難し、何れ小きより育るにしくハなし、日陽悪けれバ紅葉せず、其心得有て植べし、随分春の植時を考へ植れバ大木も接安き物なり、植て三年目の頃枯る事有、其時を考へ手入を可致なり、古木に成し時ハ手を入養ひするに不及、ただ常に日陽よく葉に実の入る事可考なり。

○松ハ植替ハ十月より春二月迄なり、新堀樹ハ春正月末よし、縁の立ぬる時ハ悪し、秋の寒に向ふより春の暖にして未緑真の出初る迄と可心得、植置て年々養ひなくともよし、唯年毎に葉掃除するを松の養ひとす、夫松ハ外の樹と違ふ、外の木ハ枝切払ふとも再茂る根を以て育なり、松は根を以て育と云共葉の勢ひにて水をあぐ樹なれバ葉の掃除第一とすべし、水地甚悪しき山地よしとす、枝の延るに又一ツの妙あり、水面に臨とき其枝自然にして育延る

者也、松は植覚てハ接やすき木也、皆人外の樹より接がたく心得ては非なり。

立根あらバ切て可植　腐根あらバ切て可植

株の鉢われぬ様可植　根の深くならぬ様可植

■手水鉢置様の事

○手水鉢書院向中の間居間飾り鉢蹲踞と段々有也、先飾り鉢ハ大書院の手水鉢也、座敷に応ぜざれバ庭の気色に不相応なる故飾り置事なり、凡座敷の椽三四間の長サにして手水鉢高サ四五にして濡椽巾壱尺位恰好よし、然るに其大書院などハ椽側長サ拾間余も有て巾もおち椽まで壱間半余も有時前の三四間にして四五尺の手水鉢と恰好くらぶれバ床ハ高くして大書院にて八九尺もなけれバ相応せず、夫に順じて落椽も四尺に成なり、故に其時四五尺も離して置ざれバ庭と云座敷と云恰好せず、然る時ハ此水ハ遣ふ事ならず、依て飾り手水鉢と云、寺院方の方丈の広庭など惣て飾りに置ざれバ恰好せぬ物なり、椽より遠く離ぬれバ杓も大きく、柄も長く遣ふ事ハならぬ故只飾り斗りなり、飾り手水鉢なれバ内に水屋有て水流有か又濡椽に湯桶など可置也、大書院向大方飾り手水鉢と知るべし、鉢前の道具ハ替事なし、右飾鉢に限といへ共飾り鉢ハ勿論雨落より外に有物なれバ大方屋根囲ひ可有、奥に図を以て雛形有なり、一体手水鉢必雪隠近き物なり、依て見切に袖垣を置、植樹を植て不浄を可隔、手水を以て清める所なれバ植込垣根奇麗になるを善とす、植樹半隠れにして燈篭を置なり、図に委しき顕す、石樹垣根の置様大小のたがひ斗りにて其趣置様に替事なけれど次に其色々弁るなり。

■定式の手水鉢置様の事

○手水鉢定式と云ハ上段明り障子の陰にて奥椽側の端に据るを定式の置所と云なり、尤図に委し、然し万端定法の通にならぬ事多し、故に其大方を示す、定法に障り有て置兼る時ハ上段次の間の境か又庭の方角に寄て椽側の角に置事有、如何成都合悪敷とも上段の間の奥に便所有て手水鉢置処なきとも、次の間の下に鉢前置ハあしし、上客下え用事に至らざる様心得置べし、又市中などにて地面の狭間に随ひ座敷続きに用事場造り兼て庭中へ離して有事も有なり、其時ハ必ず正面の上り段より下りて行なり、是も別に行道有様に造るを善とす、地面に随ひ臨機応変の沙汰と可心得事なり、又鉢前石遣ひ様の事ハ定石ハ蟄石、水揚石、水汲石、清浄石、此四ツを役石と云、水揚石ハ手水鉢より先へ半隠れに置なり、蟄石ハ濡椽の下にて前の留り石なり、先青石を善とす（此の石かがミといふ名に迷ひて鏡を立たるやうに置事世に多し、椽の下なるゆえにかがみて居る心也可心得なり）水汲石といふハ表に上の真平なる長き石を云、是ハ貴人手水する時、臣此石に立て杓に水を汲と云石也、故に水汲石の名を呼、清浄石ハ後脇に立て鉢前へ除きたる石なり、鉢はしつくい堅、丸石積、巌石積む、杭とめ品々図に委し、橋杭の手水鉢ハ杭留など凡定方なり、時に随て可造なり、鉢拵様ハ先爰と思ふ所に指渡し壱尺四寸位の穴弐尺余も深く堀て中へ小石を埋め■如斯の穴を明湿掃をする是を汲込と云、此穴を隠さん為に水たたきと云て小丸石を置なり、能重置也、大小共に其造り様大方替る事なし、図を見て意得すべし。

■蹲踞の手水鉢の事

○定石遣ひ様ハ上の茶室の弁に揚て有なり、全体蹲踞の手水鉢茶室に限ると心得しハ甚誤也、広庭にハ何ヶ所も有なり、途中便所等有ば格別の事にして途中道の辺りに置は皆蹲踞の手水鉢成べし、一体蹲踞の手水鉢と云姿ハ清水などを其儘手に結心地なり、苔清水の写しとて清水の写しなど云有、茶方の庭ハ通り路の容体を造る故に手水鉢蹲踞に限るなり、本庭にしてハ蹲踞ハ下水、清水ハ椽側の手水鉢也、茶方にてハ下水ハ銅罐抔にして下水瓶有、蹲踞を清浄水とするなり、是ハ侘を以て翫ぶ物なり。

○棗型、四方仏、袈裟形、鉄鉢等皆台石の上に置なり、幽に載て居り善を軽く置と云、大きなる台石に載るを堅く置と云、橋杭、円星宿、方星宿、岩鉢等ハ埋ひ込にして台に載て不置也、其外色々形物有といへど其品に寄り見斗ひ第一也、又筧水鉢等の造方有、水鉢ハ台柱の上に鉢を載す、是又柱に添石を置なり、図に委し、鉢台石あり、尤委敷有物なれバ其置様ハ石の象にて置様示し難し、故に全図品々有り見て可考。

○有職形に橋形手水鉢と云有、是ハ渡り殿等の場所に置気色物の手水鉢なり、又釣り手水と云て釣多く手桶也、水滴の所ハ其所に随ひて見斗ひに為べし、手水鉢凡品々有、先棗型、円星斜度、方星宿、石水壺、石水瓶、船瓶、銅壺形、伽藍形、司馬温公、岩鉢、富士形、水鉢、涌玉形、宝珠形、橋杭、袈裟形、四方仏、蹲踞。

· 手水鉢前定式置様の伝

（1） 此印の石蟄石といふ　竹〓の下に有て多分青石を用

（二）此印の石台石といふ　大きなるいし置遣ふを重く遣ふといふ

　　　　　　　　　　　　　石のはしに手水鉢をのせるを軽く置と云

（三）此印の石清浄石と云　覗石共云、立石様のかたちを用ゆ

（四）此印の石水汲石と云　貴人を扱に臣此上に立て〓づをくむ

（五）此印の石水揚石と云　手水鉢の水を入替るにふまへの石

（六）此印の処〓湿なり　下二三尺ほりて石瓦のくずを入上を鉢前なりにして

　　　　　　　　　　　　込の口真中にす

（八）此印の石丸小石なり　吸込口を隠して五ツ六ツ形ち能置

濡〓と手水鉢の間凡壱尺五六寸と弐尺四五寸迄の内にて鉢の大小竹〓の巾場所の大小見斗ひ造る事第一也。

■石燈籠濫觴の事

○和州橘寺ハ人皇三四代推古天皇二年聖徳太子の御建立有し寺なり、此寺に今に伝建し石燈篭ハ日本に初て造し燈篭にして寺記に日、抑此燈篭ハ入日子大神河内国丹比郡に山の池を作玉へる後池の辺なる道常に人の往来稀にして傍山に俗隠居り、有時夜行の輩を見て無体に争を言掛て衣類財宝を奪ひ取終にハ命迄取てける、故に其所をさからひの街と云、又さかろが辻、さかろが池と云となん、（今其云へし所の道定かならず）此事神聞し召て弟の神石造の神、石ハ堅固にして仁をくだかず火ハ陽にして暗を助くと云て石を以て燈篭を造らしめて暗夜の禍をさく、当時に伝建る事ハ太神の御子神三厄の神の御廟当山の境内の築故に此燈篭を移し建と云々。

按ずるに入日子の神有ハ人皇十一代垂仁天皇伊久米伊理毘古、伊佐知命坐（二）師木玉垣宮（一）治（二）天下（一）玉ふ天皇沙本毘古命の妹娶玉へて御子品牟都和気命生ます、又丹波の宇斯之王女氷羽洲比売命をめとり、御子印色之入子日子命を生と云々、又古事記日、印色入日子命作（二）血沼池（一）又狭山之池を作云々、伝記日、山の池と有ハ狭山なるべし、又弟の神石造と有ハ疑らくハ石衝別命ならん（同母の兄弟の神なり）橘寺に御廟を築く三厄の命と云ハ三尾之神ならんや、三尾の神（石見国の国造三尾の君羽咋の君〓石衝神の末云々）

然れバ石燈篭ハ此時より始るものか、世に橘寺の燈篭ハ名に高けれバ庭造の予庭中に石燈篭置事なれバ其証と云所尋寄て愚案を添て爰に記す事しかり。

築山庭造伝　後編　中

